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 要  旨 
現在日本では年間100万人を超える人が交通事故によって死傷している．医療技
術の発達やエアバッグ等の車載システムの普及によって死者数は年々減少してい
るが，発生件数と負傷者数は逆に年々増加の傾向にある．特に65歳以上の高齢運
転者による事故の増加が顕著で，10年間で約2.6倍となり，急激に増加していると
報告されている．さらに，高齢社会の進行によって高齢運転者数が増加し，それ
に伴った高齢者の交通事故発生件数は今後も増加すると予想される．そこで，高
齢運転者の事故を低減させるために，高齢者に対するアクティブセーフティ技術
の開発が必要不可欠となっている． 
本研究ではアクティブセーフティ技術の基礎となる高齢者のブレーキ操作に焦
点を当て，高齢者がブレーキを踏む判断を行うための情報要因を明らかにした． 
2章では，現在の交通事故と自動車安全技術，日本の高齢社会の現状について述
べ，研究目的を述べた． 
3章では，ドライビングシミュレータを用いた実験の目的や概要を述べた． 
4章では，3章で得られたブレーキ時間のデータの解析を行い，ストップランプ
点灯によって高齢者・若年者関係なく，実験条件の影響を受けずにブレーキを踏
んでいることがわかった．そこで，ストップランプが点灯しない場合において，
重回帰分析を用いてブレーキ時間の推測を行い，ブレーキ時間に影響を与える要
因の特定を試みた．その結果，高齢者と若年者のブレーキ時間を同じ説明変数で
計算できることがわかった． 
すなわち，高齢者・若年者共に，車間距離・相対速度・相対加速度の3変数によ
ってブレーキ時間を計算することが可能であった．そして，高齢者は車間距離・
相対速度の影響を若年者より強く受けてブレーキを踏んでいることがわかった． 
しかし，高齢者・若年者共に，ブレーキ時間の値が大きな箇所については実際
より小さな推定値を計算する傾向にあった．そこで，実測値の大きな箇所の推定
値の計算精度を上げるために，速度ごとに重回帰分析，二乗の項を含む重回帰分
析を行ったが，精度は向上しなかった． 
5章では，非線形手法であるニューラルネットワークを用いてブレーキ時間の推
測を行った．その結果，重回帰分析で値がずれていた実測値の大きな箇所の推定
値の計算精度が向上した．そこで，入力に用いた5種類の説明変数のブレーキ時間
に与える影響度をそれぞれ求め，高齢者・若年者のブレーキ判断要因の差を明ら
かにした．高齢者は先行車まで「遠い」か「近い」，先行車との速度が「速い」
か「遅い」といった簡単に知覚できる要因の影響度を強く受けてブレーキの判断
を行っていることがわかった．これに対して若年者は高齢者よりも多くの情報を
基に総合的に判断してブレーキの判断を行っていると明らかになった． 
 
